
届出医療機関数  

施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成18年   平成19年   平成20年   

・当該検査を行うにつき必要な医師の配置  1．144  
経学的検査  

・当該検査を行うにつき十分な体制が整備されている 等  779   

中枢神経磁気刺激によ  ■当該検査を行うにつき十分な機器、施設   8   9   6   

る誘発筋電図   
t一定割合以上、別の保険医療機関からの依頼により検査を実施 等   0   0   0   

補聴器適合検査   
■当該検査を行うにつき必要な医師の配置   233   245   256  

・当該検査を行うにつき十分な装置■器具 等   213   234   258   

・虫該保険医療機関を受診した患者のうち、コンタクトレンズに係る検査を実施した患者の割   1，353   1，398   1，276  
コンタクトレンズ検査料1           が3割未満である 等   

5．595   5，712   5，526   

小児食 386   410   509   
荷検査   ・当該検査を行うにつき十分な体制が整備されている 等   8   13   184   

7 画像診断  

届出医療機関数  

施設基準の概要 （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成18年   平成19年 平成20年  

・放射線科を横棒する医療機関  751   792   875  

・画像診断を専ら担当する常勤医師の配置  156   164   195  
画像診断管理加算  

・画像診断を専ら担当する常勤医師により、すべての核医学診断、コンピュータ断層診断  （病院数）   
2  

（病院数）   （病院数）  

が行われているか等に応じて1及び2に区分  868   854   891   

（送信側）・離島等に所在する保険医療機関   57   90   117  

ー画像の撮影及び送受信を行うにつき十分な機器、施設等  
送信側  

遠隔画像診断  
18   30   42  

（受信側い画像診断を専ら担当する常勤医師の配置  32   51   
受信側  

60  

・病理診断を行うにつき十分な体制を整備した病院 等  

・画像診断を担当する常勤医師の配置  
ポジトロン断層撮影  

・断層撮影を行うにつき十分な機器、施設等  
82  110  141  

（PET）  25  34  38   
（共同利用率が20％未満の場合、所定点数の8b％で算定）  

・画像診断を担当する常勤医師の配置  
ポジトロン断層・コンビュー  

・断層撮影を行うにつき十分な機器、施設等  
74  118  149  

タ断層複合撮影（PET－CT）  28  33  41   
（共同利用率が20％未満の場合、所定点数の80％で算定）  
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届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数） 

平成18年   平成19年   平成20年   

CT撮影   
・当該撮影を行うにつき十分な機器及び設備 等   2，370  3，122  3，692  

434  738  1，047   

MRI撮影   
・当該撮影を行うにつき十分な機器及び設備 等   1；561  1，770  1，907  

163  238  285   

丁画像診断を専ら担当する常勤医師の配置  
‾動脈CT撮影加算  

314  

・当該特殊撮影を行うにつき十分な機器、施設等  6  

・画像診断を専ら担当する常勤医師の配置  
乗心臓山RI撮影加算  

454  

・当該特殊撮影を行うにつき十分な機器、施設1等  0   

牒出医療機関数 
施設基準の概要  （上原：病院数／下段：診療所数）  

平成18年   平成19年  平成20年   

・必要な機器及び十分な専用施設 等   1，074  

外来化学療法加算  
・看護師及び薬剤師が化学療法の経額を5年以上有するか等に応じて、1及び2に区分  1，228  1′440  72  

171  282 2 612  

287   

・無菌製剤処理を行うにつき十分な施簸  （医療機関数）  

・無菌製剤処理を行うにつき必要な体制が整備されている等  1．704  
無菌製剤処理料  

（薬局数） 

168  

一、▲1  
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9リハビリテーション  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成18年  平成19年  平成20年   

■専任の常勤医師の配置  
（Ⅰ）   

160  217  286  

心大血管疾患リハビリ                ・常勤の看護師、理学療法士、作業療法士又は言言吾聴覚士の適切な配置  5   

テーション料   
・リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等  

（Ⅱ）   

123  122  111  

・配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（Ⅱ）に区分  14  17  16   

・専任の常勤医師の配置  1．495   1β08   6   1．980  
・常勤の看護師、理学療法士、作業療法士又は言言責聴覚士の準切な配置  60  61  

6  

脳血管疾患リハビリテー                   ・リ．ハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能等  
Ⅱ  

1，060   
ション料   

・配置人員数に応じて（Ⅰ）～（Ⅲ）に区分  259  

正   
Ⅲ  2，240  

3，589 1．255  Ⅱ   1，366  1，082   

・専任の常勤医師の配置   
（Ⅰ）  

4，225  4．466  4．637  

運動器リハビリテーショ                ▲常勤の看護師、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士の適切な配置  2，677  3，103  3，292   
ン料 

・リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一元管理し従事者が閲覧可能 等   
（Ⅱ）  

1．169  1，062  976  

・配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（Ⅱ）に区分  643  644  644   

一専任の常勤医師の配置   
（Ⅰ）  

乙435  2，561  2，719  

呼吸器リハビリテーショ  69  87  105   
ン料   

リハビリテーションに関する記録を患者ごとに一声管理し従事者が閲覧可能等   
（Ⅱ）  

1．016  997  967  

・配置人員数に応じて（Ⅰ）及び（Ⅱ）に区分  175  168  165   

難病患者リハビリテt  ・専任の常勤医師、専従の従事者  51  45  41   
ション料   

・専用施設の保有、必要な器械・器具の具備 等  52  51  51   

障害児・（者）リハビリテー  ・専任の常勤医師、専従の従事者 等  221  205  220   
ション料   

・専用施設の保有、必要な器械・器具の具備 等  68  66  94   

集団コミュニケーショ   ・専任の常勤医師、専従の従事者 等  1，028  
ン療法料  ■専用施設の保有、必要な器掛轟具の具備 等  93   
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10 精神科専門療法  

届出医療機関数  

施設基準の概要  （上段：病院数／下段：－診療所数）  

平成18年   平成19年   平成20年   

丁精神科医師、従事者の配置   
大規模なもの   

301   369   416  

精神科ショートケア  
・専用施設の保有．等  57   80   90  

・専従の従事者数、専用施設の広さに応じて、大規模，小規模に区分  
小規模なもの   

247  279  306  

76  121  152   

■精神科医師、従事者の配置   
大規模なもの   

605   639   663  

精神科デイ・ケア  
・専用施設の保有等  160   177   187  

・専従の従事者数、専用施設の広さに応じて、大規模，小規模に区分  
小規模なもの   

444  442  435  

266  268  275   

精神科ナイトケア   
・精神科医師二従事者の配置  120   122   127  

・専用施設の保有等  75   8’5   93   

・精神科医師、従事者の配置  
精神科デイ■ナイトサア  

234   260   277  

93   102   113   

医療保護入院等診療料   ■常勤精神保健指定医1名以上  1，199   1，219   1，247  

■行動制限最小化に係る委員会の設置 等  0   0   0   

、11処置  

施設基準の概要  
届出医療機関数  

平成18年   平成19年 平成20年   

■専門の知識及び5年以上の経験医師  

・必要な器械・器具の具備等   
甲状腺   212   26寧   346  

エタノールの局所注入  

副甲状腺   186   243   321   
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12 手術  

施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

内視鏡下椎弓切除術、内視鏡下椎間板  一当該療養を行うにつき十分な専用施設   

摘出（切除）術（後方切除術に限る）   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
¢9   83   103  

内視鏡下椎間板摘出（切除）術（前方摘出術に限  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

る）、内視鏡下脊椎固定術（胸椎又は腰椎前方固定）  ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   7   6   6  

頭蓋骨形成手緬（骨移動を伴うも  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  

のに限る。）   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
40  

脳刺激装置植込術、頭蓋内電極植込  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

術又は脳刺激装置交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等   
482   498   520  

脊髄刺激装置植込術又は脊髄刺激  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

装置交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
672   709   732  

人工内耳埋込術   
・当該療養を行うにつき十分な専用施設  

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等   
96   96   99   

顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限  

下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限  

る∩）   
・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

24   

同種死体肺移植術 
一当該療養を行うにつき十分な専用施設  

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等   
6   6   6   

㊤生体部分肺移植術   
・当該療養を行うにつき十分な専用施設  

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  
5   

経皮的冠動脈形成術（高速回転式経皮経管  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

アテレクト幸一カテーテルによるもの）   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
263   256   308  

・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
経皮的中隔心筋焼灼術  

■当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配直等   
282   294   315   

ペースメーカー移植術」ペースメt  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

カー交換術   
2．713   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
乙734   乙958  

両心室ペ「スメーカー移植術、両心  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  

室ペースメーカー交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   
235   266   291  

埋込型除細動器移植術及び哩込型  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

除細動器交換術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等 
251   292   328  

両室ペーシング機能付き哩込型除細動  
植術及び両室ペーシング機能付き埋込  

・当該療養を行うたっき必要な医師及び看護師の配置等  
216   

型除細動器交換術   
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施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年 

大動脈バルーンバンビング法（IABP  ■当該療養を行うにつき十分な専用施設   
1，566   1，595   1，617   

法）   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等   

・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
補助人工心臓  152   19   143   

■当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

■当該療養を行うにつき十分な専用施設  
埋込型補助人エ 5   5   5   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

】当該療養を行うにつき十分な専用施設  
同種心移植術  7   6   6   

t当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

・当該療養を行うにらき十分な専用施設  
同種心肺移植術  3   3   3   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

t当該療養を行うにつき十分な専用施設  
体外衝撃波胆石破砕術  416   423   429   

■当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配直等  

・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
生体部分肝移植術  68   68   72   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等 

■当該療養を行うにつき十分な専用施設  
同種死体肝移植術  9   10   12   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

同種死体睦移植術、同種死体陣腎移  ・当該療養を行うにつき十分な専用施設   

植術   
8   8   10  

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置 等   

・当盲亥療養を行うにつき十分な専用施設  
新 腔鏡下小切開副腎．摘出術  32   

t当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

t当該療養を行 
体外衝撃波腎■尿替結石破砕術   866   889   897   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

新一腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡  
下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿  34   
管）悪性腫瘍手術   ・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

同種死体腎移植術   ・当該療養を行うにつき十分な専用施設  126   
・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  

生体腎移植術  
※平成20年度より施設基準を設けている。  148   

・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
．．点式高エネルギー超音波療法  4   

・当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  
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施設基準の概要  
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

・当該療養を行うにつき十分な専用施設  
腹腔鏡下前立腺悪性腫痛手術  

■当該療養を行うにつき必要な医師及び看護師の配置等  
27   35   41   

腹腔鏡下小切関前立腺悪性腫癌  

・当該療養を行うにつき必婁な医師及び看護師の配置等  
35   

医科点数表第2童第10部手術の邁  ・必要な体制及び医師の配置  

則5及び6に掲げる手術   
3．970   4．645   4．677  

・実施件数の院内掲示、手術内容の患者への説明及び文章提供 等   

・必要な医師及び従事者の配置 

・輸血製剤の適正使用等  
（Ⅰ）   138   217   260  

輸血管理料   
・医師及び従事者の配置等に応じて（工）及び（Ⅱ）に区分  

（Ⅱ）   606   733   827   

13 麻酔  

施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

麻酔管理料   
・算定する旨を地方厚生（支）局長へ届け出た麻酔科を標模する保険医療機関   

乙710   2．739   2，800   

14 放射線治療  

施言草基準の概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

・放射線治療を専ら担当する常勤医師又は歯科医師が1名以上配置  

放射線治療専任加算   ・－当該治療を行うにつき必要な体制、十分な機器、施設の保有等   423   438   452   

来放射線治療加算   
・放射線治療を専ら担当する常勤医師及び診療放射線技師が1名以上配置  

■当該治療を行うために必要な機器、施設等  
412   

高エネルギー放射線治  

療   
558   575   589   

強度変調放射線治療  

・当該治療を行うにつき必要な体制、十分な機器、施設の保有等  
47   

直線加速器による定位  ・放射線治療を専ら担当する常勤医師が1名以上配置   

放射線治療   ・当該治療を行うにつき必要な体制、十分な機器、施設の保有 等   
131   159   195  
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15 テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製料  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成18年   平成19年   平成20年   

（送信側）・雛鳥等に所在する保険医療機関等   42   58   69  

術中迅速病理組織標本  ′・病理組織標本の作製を行うにつき十分な体制の整備 等  
送イ側  

0   0   

作製   （受信側）・病理診断を担当する常勤医師の配置   
受信側   

21   30   36  

・病理診断を行うにつき十分な体制を整備した病院 等  

施設基準の■概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

地域歯科診療支援病院  ・常勤の歯科医師、看護職員及び歯科衛生士の配置   

歯科初診料  ・当該歯科医療にかかる紹介率 等   
176   152   224  

歯科外来診療環境体  

■歯科衛生士の配置、緊急時の対応を行うにつき必要な体制の整備等  
2．868   

・単独型若しくは管理型臨床研修病院又は協力型臨床研修病院  

臨床研修病院入院診療    ・研修歯科医の診療録の記載について指導歯科医が指導及び確認する体制  
加算  

48   96   80  

・臨床研修を行うにつき十分な体制の整備等  

域歯科診療支援病  

・埠域において歯科診療を担う別の保険医療機関との連携体制が確保されていること  
86   

■生命維持装置等の医療機器管理等を行う常勤臨床工学技士が1名以上配置  

医療機器安全管理料   ・放射線治療を専ら担当する常勤医師が1名以上配置等  
75   

・当該療養を行うにつき、十分な経験を有する常勤の歯科医師により、治療前、治療中及び  

歯科治療総合医療管理    治療後における当該患者の全身状態を管理する体制が整備されていること  
料  10，652   10．391   10．544   

■歯科衛生士又は看護師の配置等  

在宅療養支援歯科診  

■当該地域において、在宅療養を担う保険医、介護・福祉関係者等との連準体制が整備等  
3，039   

J地域歯科診療支援額暁歯科初診料の届出をした病院等と連携している診療所  

地域医療連携体制加算   ・緊急時の連携体制の確保等   
8，791   8，58（∋   8，578   

顧蝕歯無痛的嵩洞形  
1，436   

歯科点数表第全章第9部  ・必要な体制の整備及び歯科医師の配置   

の通則4に掲げる手術  ・実施件数の院内掲示、手術内容の患者への説明及び文書提供・等   
79   99   72  

18   



施設基準の概要   
届出医療機関数  

平成18年   平成19年   平成20年   

歯周組織再生誘導手  

以上配置  
4，936   

補綴物維持管理料   
■補綴物の維持管理を行う旨を地方厚生（支）局長に届け出た保険医療機関   

66，639   67，270   67．372   

歯科矯正診断料   
・障害者自立支援法に基づく都道府県知事の指衰  

t十分な専用施設等   
780   894   967   

顎口腔機能診断料   
・障害者自立支援法に基づく都道府県知事の指定  

・十分な専用施設等   
659   690   756  

施設基準の概要   
届出薬局数  

平成18年   平成19年   平成20年   

・処方せんの受付回数のうち、後発医薬品を調剤した処方せんの受付回数の割合が3割以上  

後発医薬品調剤体制 加算  ・後発医薬品の調剤を積極的に行ってし＼る旨、後発医薬品調剤体制加算を算定している旨を  34．941   

当該保険薬局の見えやすい場所に掲示等  

18 その他  

届出医療機関数  
施設基準の概要  （上段：病院数／下段：診療所数）  

平成18年   平成19年   平成20年   

・管理栄養士又は栄養士により行われている  

入院時食事療養（Ⅰ）   －「厚生労働大臣が定める入院患者数の基準及び医師等の員数の基準並びに入院基本料の  
8，377  8，420  8，414  

算定方法」に規定する基準に該当する保険医療機関でない等 
1，733  1．823  1，白11   

（司   




